
最近になってようやくワクチン

の接種が始まり，先の見えない恐

慌状態から始まったコロナ禍も，少しずつ終わりの気配が

近づいてきました（本稿の校正期間中に第４波が来てしま

いましたが…）．この１年間の行動範囲を振り返ると，平日

は職場，休日は主に家で子どもの相手と，非常に狭いエリ

ア（直径 5 kmの円）の中を往復するだけで過ごしていまし

た．もともとアウトドア派でない私は，コロナ禍前には冗

談半分で「（出張等の）水平面上の移動は，多量のエネル

ギーを消費する割に位置エネルギーが変わるわけでもな

く，もったいないので，早くVR（バーチャルリアリティ）

技術が進化して全てオンライン化してほしい」といった主

張をしていたのですが，否応もなく会議や打ち合わせが全

面オンライン化したことで，対面の有用性にも気づかされ

ました．

最近多く開催されているオンラインの研究会などは，移

動の必要がないために参加のハードルは対面より低く，情

報共有や知識普及の機会として大いに役立っているように

見えます．しかし一方で，細やかな配慮や個別の打ち合わ

せが制限されるために，聴講に際し求められる基礎的知識

が画一化され，初学者には難しく，逆に習熟者には物足り

ない，といったことも起きているように思います．また，

対面とオンラインでは，研究会や学会における“休憩時間”

の在り方に大きな違いがあると考えています．多人数の待

機画面が表示されるオンライン上では，対面のように参加

者同士が気軽に雑談を交わすことは困難で，特に，新たな

人間関係を構築するためのきっかけ作りができません．コ

ロナ禍が収束した後には，オンライン会議ソフトはあくま

でツールの一つとして，対面とうまく使い分けて便利に活

用していくことが肝要であると感じています．

それはさておき，海外出張の消滅で外国人と触れ合う機

会が減ったことで，元々貧弱だった英語力が壊滅的です

（対して，ドミノ倒しをはじめとした家遊びの技術は向上

を続けています）．嫌いなものから目を背けてばかりでは

子どものわがままを注意できないので，２０２１年度は能動的

に英語に触れることを自らに課したいと思います．

（田中宏彦）
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